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令和元年６月開成町教育委員会定例会 会議録 

 

日 時： 令和元年６月 25 日(火) 13 時 30 分～15 時 00 分 

場 所：  開成町立文命中学校 会議室 

出席者： 井上教育長、村岡教育長職務代理者、露木委員、上野委員、本澤委員 

     【事務局】中戸川教育総務課長、尾川教育総務課学校担当副主幹 

議 事： 

１）開会               教育長より開会の宣言 

○教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日の定例教育委員会は、場所が文命中学校ということもあり、午

前中は学校の授業の様子を見させていただきました。１年生の人数が

多いと感じましたが、全体的には落ち着いていると感じました。 

また、文命中学校３年生は、６月１９日から２１日まで２泊３日で

修学旅行に行ってきました。５名欠席者がいたようですが、生徒達も

主体的なグループ行動がしっかりできて、無事に終わって何よりでし

た。 

また、中学校のエアコン設置工事も順調に進んでおり、間もなく試

運転できる予定です。今のところ昨年のような猛暑はありませんが、

夏本番前に稼働ができて安心しているところです。 

小学校においては、６月１５日の土曜日に学校公開を実施しました。

天候は悪かったですが、多数の保護者が参加してくれました。初の試

みとして２つの小学校で給食ではなく弁当給食を実施させていただき

ました。全体的には、食育の観点から実施したという趣旨は保護者の

かたにご理解いただけたと思います。 

幼稚園においては、今年度から始まった３年間教育ですが、ここま

で大きな問題はなく過ごせています。バス停での園児の乗り降りの手

伝いなど保護者の協力があってこそできているものだと感謝しており

ます。年中担当の教諭が年度途中で退職しましたが、非常勤職員の方

がよく対応してくれているためなんとかやっている状況です。 

役場においては、６月２３日に日曜議会がありました。教育委員会

がらみの質問は、交通安全対策と主権者教育の２点ありました。関連

質問としては、公園の使い方や義務教育の給食費無償化についてなど

がありました。 

児童・生徒の安全面では、先日、寒川町で逃亡事件が発生したため、

登下校時に職員を動員して子どもたちの見守り活動を行いました。こ

れにより低学年の生活科の地域学習をとりやめることになりました。

このような事件が起こると現場の教育活動にも様々な影響が出ると感

じているところです。 

６月１７日には、西湘地区教職員組合と教員を除く県費負担教職員

の時間外勤務、休日勤務について３６協定を締結したところです。 

以上、近況についてご報告させていただきました。それでは、議事

に入っていきたいと思います。 
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２）会議録署名人の指名        露木委員が指名された。 

 

３）議事 

《報告事項》 

（１）令和元年度子ども・子育て支援活動助成事業の採択事業について 

・資料１について説明した。 

○教育長 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 報告事項の（１）令和元年度子ども・子育て支援活動助成事業の採

択事業について事務局から説明してください。 

それでは、資料１をご覧ください。今年度の子ども・子育て支援活

動事業助成事業について４団体が採択されました。今後、各地域で団

体が活動していくことになります。 

昨年度から「協働」を柱に４団体を採択したところです。経過とし

ては３月１８日から４月２６日まで公募期間を設けまして、５月９日

に書類審査を行いました。書類審査の段階では４団体とも採択に適し

ているということで最終審査を子ども・子育て支援活動助成事業審査

会において行い、今回の４団体が採択されました。 

昨年度は、事業の立ち上げということもあり、どのようなプロセス

で事業団体を選定していくかということで村岡職務代理、上野委員に

もご協力をいただき、書面による点数方式で審査を行いました。反省

点としては、書面のみの審査のため、選定基準や書面に記載されてい

ない部分の評価をどのようにするのかなど苦労した点がありました。

したがって、今年度は各団体にプレゼンテーションをやっていただき、

その後こちらからの問答を通じて評価していく方式に変更しました。

特に今年度採択の４団体のうち３団体が継続団体ということもあり、

１年目取り組んだ結果や２年目どのように発展させていくのかなどを

中心に話をきかせていただいて評価しました。 

採択団体ですが、１団体目は、「開成子どもゆめパーク」です。事

業分野としては、子どもの遊び場づくり事業となっています。交付額

は８０，０００円です。昨年度からの継続団体です。 

２団体目は、「ひまわりＣＡＦＥ」です。事業分野としては、発達

に支援を必用とする子どもや家族を支援する事業となっています。交

付額は９０，０００円です。昨年度からの継続団体です。 

３団体目は、「社会福祉法人 一燈会」です。事業分野としては、

ひとり親家庭や生活困窮家庭などの子どもや家庭を支援する事業とな

っています。交付額は８０，０００円です。こちらは、今年度の新規

採択団体となっています。 

４団体目は、「ＡＳＯＢＩ隊」です。事業分野は「長期休業時にお

ける子どもの居場所づくり事業」となっています。交付額は、９２，

０００円です。昨年度からの継続団体です。 

 報告は以上です。 
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（２）令和元年度ジュニアサマーキャンプについて 

  ・資料２について事務局から説明した。 

 

（３）令和元年度「開成町青少年交流事業」について 

〇教育長 

〇委員 

 

 

 

〇事務局 

 

 

 

 

 

 

〇教育長 

 ただいま事務局から説明がありました。何か質問はありますか。 

 昨年度選定に関わったときの説明のなかで、本事業で活動する団体

は将来的には町からの助成金なしで活動できるようになることが最終

目的だと要綱等に規定されていたように記憶しているが、その点につ

いて少しは改善されたのか。 

 団体も様々であり、町からの助成額だけで賄っている団体もあれば

ば、助成額以上に団体が自前で支出し、独自の事業を展開している団

体もあります。そのような団体には別の補助メニューを紹介するなど

情報提供はしているところです。また、本事業はあくまでも町と団体

がお互いの役割分担を明確にしたなかで「協働」を目的に行っている

ものですので、団体の自立を最終的な目的にしているわけではありま

せん。 

 団体によっては、会費を徴収し活動費用に充てている団体も出てき

ているが、事業の性格としては会費を原資として事業展開するところ

までは想定していないということです。他に何かご質問はありますか。 

なければ本件については、以上とさせていただきます。 

○教育長 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育長 

報告事項の（２）令和元年度ジュニアサマーキャンプについて事務

局から説明してください。 

資料２をご覧ください。令和元年度ジュニアリーダーサマーキャン

プについてです。毎年実施しているものですが、キャンプの目的は、

２泊３日のキャンプを通じて、自然環境への関心や理解を深め、生き

る力やコミュニケーション能力を高めるための学習をすることにあり

ます。日程は、７月１３日（土）から１５日（月）までとなっており

ます。場所は、御殿場市の「富士のさと 国立中央青少年交流の家」

です。対象者は、小学校５・６年生の児童と中学校 1 年生から３年生

までの生徒です。今回の応募者は小学生が３６名、中学生４名の合計

４０名となっております。昨年は、小学生が２１名、中学生が１０名

の合計３１名でしたので中学生の人数が少し減っていますが、総数と

しては１０名程度増えています。活動内容としては、ウォークラリー、

キャンプファイヤー、野外炊事などです。詳細の日程は裏面に記載し

てありますので後ほどご確認ください。説明は以上です。 

 昨年と比較して中学生の人数が減っているが、小学生の人数が増え

ているということで町の子ども全体の参加者数という点では増えてお

り喜ばしいことだと思います。この事業は、青少年指導員の方達のご

協力があって成り立っているものであり、非常に感謝している。他に

何かご質問はありますか。なければ本件については、以上とさせてい

ただきます。 



- 4 - 

   ・資料３に基づき事務局より説明した。 

 

（４）文命中学校エアコン設置工事の状況について 

   ・資料４に基づき事務局より説明した。 

○教育長 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

○教育長 

○事務局 

 

○教育長 

報告事項の（３）令和元年度「開成町青少年交流事業」について事

務局から説明してください。 

資料３をご覧ください。 

 続いて資料３をご覧ください。令和元年度「開成町青少年交流事業」

について報告させていただきます。まず、本事業の目的ですが、本町

と北海道の幕別町が災害時相互応援に関する協定を締結したのを機

に、両町の相互交流の一環として互いの自治体を交互に宿泊しながら

派遣先の歴史、生活文化等を視察研修し、視野をひろげることを目的

として事業を行うものです。交流期間は、７月２９日（月）から７月

３１日（水）までです。交流内容の主なものとしては、開成南小学校

でのウエルカム事業、児童による開成町及び幕別町の特色、体験授業、

富士山散策、お別れ会などです。詳細の日程については、裏面をご覧

ください。また、人員ですが、開成町は１７名の児童、幕別町は２０

名の児童が参加する予定です。なお、本事業を実施する前に６月２２

日に事前研修ということで本町の児童を対象に幕別町の児童を迎えい

れるための学習会を開催したところです。 

 なお、幕別町の児童については、本町での交流事業のあと高知県中

土佐町の交流事業にも参加する予定です。 

 幕別町からは児童のほかに副町長、教育長も来町するとのことです。 

 本町においては、今回、５年生が受け入れをしますので、来年は今

回受け入れをした５年生が優先的に幕別町に行けることになります。 

 今までは、このような事業の募集をかけると開成南小学校の児童の

方が多かったが、今回の応募状況の特徴としては、開成小学校学区の

児童の方が多かった。 

さきほど、事務局から説明があったように６月２２日に事前学習会

を開催し、開成小学校、開成南小学校関係なく町を代表して幕別町の

児童を迎え入れるという話をさせてもらった。なお、今回は、迎え入

れる方なので費用負担はありません。他に何かご質問はありますか。

なければ本件については、以上とさせていただきます。 

○教育長 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

 報告事項の（４）文命中学校エアコン設置工事について事務局か

ら説明してください。 

 資料４をご覧ください。文命中学校エアコン設置工事の状況につい

てです。まず、工期についてですが、議会議決の日（平成３１年２月

２５日）から今年の９月３０日までとなっております。工事概要は、

大きく分けて３つございます。１つ目は、空調設備の設置です。普通

教室１８教室、特別教室等１２教室の３０教室にエアコンを設置しま

す。各教室に２台ずつ（応接室のみ１台）合計５９台エアコンを設置

します。また、あわせて対応する室外機を屋外の４か所に設置しまし
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（５）時間外勤務及び休日勤務に関する協定書について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育長 

○事務局 

 

 

 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

○委員 

 

○事務局 

 

た。２つ目は、キュービクルの改修工事です。今回エアコンを設置す

ることにともない、電気容量を増設する必要があったため、キュービ

クルを新たに設置しました。３つ目は、電気配線工事です。空調設備

稼働のため、体育館まで電気配線工事を実施しました。なお、体育館

は今回のエアコン設置の対象外ですが、将来的に設置することも考慮

して配線については、今回の工事で整備させていただきます。資料２

枚目をご覧ください。黄色の色がついた箇所が今回の工事で空調を設

置する教室、水色の箇所がすでに空調を設置してある箇所です。今回

の工事金額ですが、契約金額は１億２千１６６万２千円です。うち消

費税が９０１万２千円となっています。契約の相手方は、厚木市に会

社がある 川本工業株式会社 県央支店です。工事の進捗状況ですが、

４月２８日、２９日に室内機、５月４日に室外機を搬入しました。６

月８日にキュービクルを搬入、据え付け工事を実施しました。翌日９

日は全館停電を実施しました。６月２２日、２３日に試運転を実施し

ました。その後、部分使用を開始する予定ですが、請負業者、町が双

方立会のうえ動作確認、キズの有無を確認したうえで部分使用させて

もらうことになっています。使用にあたっては、請負業者から教員に

使用方法の取扱説明がなされる予定です。なお、今後の予定ですが、

室外機のラッキング工事が未施工のため、引き続き工事を実施します。

外構、現場事務所解体を含めて工事は９月中に終了する予定です。説

明は以上です。 

 試運転は、いつからできるのか。 

 今回の試運転は、あくまでも引渡し前の部分使用ということで町と

川本工業㈱との間で覚書を締結して使用させていただくことになって

います。覚書の内容については、すでに双方で内容の確認を終えてい

るので、明日から試運転することも可能です。なお、本日の夕方、教

員に対してエアコン使用の取扱説明がなされる予定です。 

 工事費用について補足をさせていただくと、なぜこのような金額に

なったかというとまず、町としては夏までに間に合わせるためにはど

のような工事内容がベストかという点を重視しました。エアコンのタ

イプとしては、天吊り型と据置型がありましたが、天吊り型の場合、

天井に穴をあける工事となり工期が長くなる恐れがあったため、結果

的には多少割高になったが確実に夏までに間に合わせることができる

据置型を選択させていただいたところです。 

 さきほど、設置されたエアコンを見させていただいたが、据置型と

いうことで下は固定されているが、上部は固定しなくも問題ないか。 

 基本的な構造のうえでは、問題はないと認識しているが、先日、試

運転の前に町と業者双方ですべての教室のエアコンの設置状況を確認

したが、地震のときに転倒しないかという話になった。業者に対して

は、何かしら転倒防止の措置を講じるよう指示したところである。 
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   ・資料５に基づき事務局より説明した。 

○教育長 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○委員 

○事務局 

○村岡委員 

 

○教育長 

 

 

 

 

 

 

 報告事項の（５）時間外勤務及び休日勤務に関する協定書について

事務局から説明してください。 

 資料５をご覧ください。６月１７日に町教育委員会と西湘地区教職

員組合との間で３６協定を締結したので報告させていただきます。ま

ず、対象ですが教員を除く学校事務職員、学校栄養士が対象となりま

す。当町の場合は、４月１日時点では県費の学校事務職員が３名、学

校栄養士は１名の４名対象者がおります。協定書の中身を簡単にご説

明します。協定書は全部で６条から構成されています。 

第１条では、町は公務の運営にあたり正規の勤務時間内に公務が終

了するよう計画し、時間外勤務及び休日勤務を命じないよう努める旨

が規定されています。 

第２条の前段では、時間外勤務、休日勤務は公務の必要上、やむを

えない場合に限り命ずることができると規定しています。ただし以下

の後段では、育児短時間勤務の職員にあっては、その職員に時間外を

命じなければ公務の支障に著しい支障が生じる場合に限って認められ

ると規定しています。また、いずれの場合であっても、健康面、家庭

面に配慮しなければならないと規定しています。 

第３条では、時間外勤務の上限を規定しています。具体的には、１

日５時間、１か月４５時間、1年間３６０時間を上限としています。 

第４条では、育児又は介護を行う職員の時間外勤務について規定し

ています。まず、３歳に満たない子のある職員が時間外勤務の免除を

申し出た場合は、時間外勤務を行わせることができず、小学校就学の

始期に達するまでの子のある職員や要介護者を介護する職員が時間外

勤務を短くすることを申し出た場合は、１か月につき２４時間、１年

間につき１５０時間を超えて時間外勤務を行わせることができない旨

が規定されています。 

第５条では、職員の休日勤務は１か月につき２日を超えない範囲で

行わせることができる旨を規定しています。 

第６条では、協定書の有効期限（平成３１年４月 1 日から令和２年

３月３１日まで）を規定しています。２枚目は時間外労働、休日労働

に関する協定届になります。説明は以上です。 

 時間外勤務の管理は、最終的な管理は校長がチェックをするのか。 

 そのとおりです。 

 協定書の中身と絡めていえば、教員の働き方改革をそろそろ考えて

いく時期に来ていると思う。 

 具体的な取組内容ということだと思いますが、自治体によっては閉

庁日を設けているところもあります。閉庁日ということを対外的に宣

言するが、教員は学校にいるという状況です。ただし、このような取

組は保護者や地域住民の方に受け入れられるものか見極めが必要であ

ると考えています。これらを踏まえて私案として私が考えている教員

の働き方改革について紹介させていただきたいと思います。１点目と

して、朝部活の廃止。２点目として、諸外国のように学校の教育活動
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○委員 

 

 

 

 

○事務局 

 

 

 

○委員 

 

から掃除の時間を廃止する。この代替えとして、費用はかかるが町費

の清掃員を雇用して対応することが考えられます。３点目として、す

でに導入しているものであるが校務支援システムを活用した成績処

理。これをさらに活用することによって業務の効率は上がると思われ

ます。４点目として、通知表や送付文書の簡略化。通知表については、

公的な文書ではないため学校長の裁量により簡略化することは可能で

す。５点目としては、勤務時間終了の１６時３０分から翌朝の８時ま

での学校にかかってくる電話については、留守番電話対応として教員

は対応しないようにする。緊急の電話の場合は、例えば役場の宿直室

につながり、その内容を教育総務課長が聞き取ったうえで真に緊急な

電話の場合は学校長に連絡するようにすればよいと考えます。６点目

としては、出退勤の管理をＩＣカード、タイムカード化し、厳格に管

理するようにする。７点目としては、部活動の外注化。諸外国のよう

に地域のクラブチームに任せてしまうというものです。現状は、部活

動が学校生活や愛校心を養ううえで重要な役割を果たしているので、

すぐに実現することは難しいかもしれません。８点目としては、土日

の対外試合や発表会の送迎を保護者や地域の方にやってもらうもので

す。９点目としては、先ほどお話したとおり学校の閉庁日を設ける。

１０点目としては、長期休暇を減らし、１日あたりの勤務時間を減ら

す。１１点目としては、教員の通勤手段を公共交通機関を利用したも

のとする。これは、自家用車で通勤しているから長時間職場にいるこ

とになると思われるためです。１２点目としては、年次休暇を最低１

０日以上取得しようという取組を実施する。１３点目としては、スク

ールロイヤーの配置。学校現場で困ったことがあればすぐに相談でき

るような体制が教員も助かると思います。１４点目としては、文部科

学省の通知において、総合的学習時間の４分の１を夏季休業中の自主

活動として充てても良いという指針が示されているので、それを活用

する。特に小学校においては、来年度、外国語活動の時間として３５

時間確保しなければならないので、これを夏季休業中に実施すること

ができればかなりの授業時間数を確保できることになります。 

以上、私案として述べさせていただいたが、園長、校長とも相談し

ながらできることからやっていきたいと考えています。 

 働き方改革ということでいえば、やらなくても支障が出ない業務は

あると思う。例えば、クラス毎に発行している学級通信などは、それ

を出すことの目的、意義を担任が理解していれば別だが、単にとなり

のクラスが発行しているから出すということであれば、やめることも

検討すべきだと思う。 

 事務局としてもできることからやっていきたいと考えていますが、

一番大事なことは教員の意識を変えることだと考えています。教員は

一生懸命な方が多いので、今までやってきたことをやめるという意識

を持ちにくい状況にあると思います。 

 働き方改革ということで、教員が地域の交通安全指導をやめるとな

った場合、地域住民が理解してもらえるかという不安もある。教員と
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（６）経過報告、今後の予定について 

  ・資料６に基づき事務局から説明した。 

 

（７）開成町立園・学校の様子について 

 

○教育長 

 

 

○委員 

 

 

○教育長 

 

○委員 

 

 

○教育長 

地域住民の意識や考え方が変わらないとできないと思う。 

 学校も地域活動に関わるなかで昔に比べて役割が増えてきている部

分はあり、どこかで線を引くためにも地域住民の理解は必要だと思い

ます。 

 ３６協定の締結の対象が教員以外の県費負担教職員ということだ

が、これらのかたについては今後、時間外勤務手当がつくという理解

でよいか。 

 時間外勤務手当はつかないが、上限としてルールを定めさせてもら

ったと理解していただきたいと思います。 

 教育長が私案のなかで、学校にかかってきた勤務時間外の電話を留

守電にするという対策は、思い切ってやってみても良いのではないか。

静岡県の学校でも導入しているところはあると聞いている。 

 留守電にした場合、翌朝その内容を聞いたうえで対応しないといけ

なくなります。また、夜中にかかってきた場合、まずは役場の宿直室

に電話がつながり、次にその電話を教育総務課長が聴いて、その内容

に応じて学校長に連絡するか判断することになり、教育委員会事務局

職員の負担が増える可能性はあります。 

○事務局 

 

 

 

 

 

はじめに経過報告です。６月１日から６月９日まで開成町あじさい

まつりが開催されました。６月３日は登校指導日でした。６月４日は

西湘地区教育委員会連合会総会が小田原市市役所で開催され、井上教

育長、露木委員が出席しました。６月１４日は登校指導日でした。６

月１５日は小学校の学校公開日でした。６月１９日から２１日まで文

命中学校３年生は修学旅行に行ってきました。行き先は、滋賀県、奈

良県、京都府でした。６月２３日は日曜議会が開催されました。本日

６月２５日は定例教育委員会を開催しました。 

続いて、７月の予定です。７月１日は登校指導日となっております。

７月８日は、開成町青少年問題協議会を開催予定となっており、村岡

職務代理に出席していただく予定です。７月１１日は園長・校長会を

開催させていただきます。７月１３日から１５日までジュニアリーダ

ーサマーキャンプを開催します。場所は静岡県御殿場市です。７月１

６日は登校指導日となっております。７月１７日は足柄上採択地区協

議会が開催されます。７月１９日は園・学校の１学期終業日となって

おります。７月２４日は定例教育委員会を開催させていただきます。

７月２９日から３１日まで開成町青少年交流事業ということで北海道

の幕別町児童と本町の児童の交流会を開催します。 

○教育長 

 

昨日（６月２４日）から開成南小学校の１年３組において、３３名

いる児童中、病欠７名、早退６名ということがありました。欠席した
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（８）その他 

 

 

 

 

児童の症状としては、発熱、おう吐、下痢などがあったとのことです。

医者に診てもらった児童のなかには軽い胃腸炎と診断された児童もい

たようです。本日（６月２５日）、同じクラスにおいて１６名の児童

が欠席したとの報告がありました。学校医に相談したところ、もう少

し経過観察をするようにとの判断でした。学校長としても、児童の症

状も一様ではないとうことで流行性ではないと判断し、学級閉鎖の措

置はとらないとのことです。 

○事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認定こども園・保育所・幼稚園における副食費の取扱いについて教

育委員の皆様のご意見をいただければと考えておりますのでよろしく

お願いします。 

 前回の教育委員会定例会でもお話ししたとおり幼児教育の無償化に

伴い、給食費の副食費の取扱いをどうするかという話です。 

 まず、基本的な考え方ですが、食材料費の取扱いについては、従来

実費徴収又は保育料の一部として保護者が負担してきたことから、無

償化後もこの考え方を維持することとしています。教育・保育給付第

１号認定子ども（幼稚園）、第２号認定子ども（保育所）の主食費・

副食費については施設の徴収とします。第２号認定子どもの副食費に

ついては、これまでも利用者負担（保育料）に含まれていたので、無

償化後もこれは変わりません。つまり主食費と副食費は実費として原

則徴収するが、副食費にあっては、所得階層に応じて減免できるよう

な仕組みをとっています。 

 具体的な階層をいいますと、開成幼稚園（１号認定）については５

階層、町内民間保育所（２号認定）については、８階層に分かれてい

ます。このうち、所得階層に応じて副食費が減免されます。減免とは、

公費で負担することを意味しています。 

 さらに町の財政負担をシュミレーションするため、６案をお示しさ

せていただきます。なお、算定にかかる開成幼稚園の主食費、副食費

の単価は平成３０年度実績をもとにしています。 

 第１案が、幼稚園・保育園とも主食費、副食費とも国の基準どおり

徴収する場合です。この場合の影響としては、所得によって保護者の

負担金額が異なるため不公平感が生じます。町の負担額は、1,462,710

円となります。 

 第２案は、幼稚園・保育園とも主食費のみ徴収する場合です。副食

費を免除し、公費で負担するものです。この場合の影響としては、保

護者負担が一律となるが町の財政的負担が大きいという効果がありま

す。町の負担額は、13,843,890 円となります。 

 第３案は、幼稚園・保育園とも副食費のみ徴収する場合です。主食

費を免除し、公費で負担するものです。この場合の影響としては、所

得によって保護者の負担金額が異なるため不公平感が生じます。町の
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○委員 

 

 

 

○教育長 

 

 

 

○委員 

 

○教育長 

 

 

○委員 

○事務局 

○委員 

 

 

○委員 

 

負担額は、5,221,320 円となります。 

 第４案は、幼稚園・保育園とも主食費と副食費両方を無料とし、公

費負担するものです。この場合の影響としては、保護者負担は一律無

料となるが町の財政的負担が最も大きい。町の負担額は、17,602,500

円となります。 

 第５案は、幼稚園のみ主食費と副食費両方を無料とし、公費負担す

るものです。この場合の影響としては、幼稚園の保護者負担は一律無

料となるが町の負担が大きく、保育園の保護者と幼稚園の保護者の間

で不公平感が生じます。町の負担額は、8,420,100 円となります。 

 第６案は、幼稚園のみ主食費を徴収し、副食費を免除するものです

この場合の影響としては、幼稚園の保護者負担は一律となるが町の負

担が大きく、保育園の保護者と幼稚園の保護者の間で不公平感が生じ

ます。町の負担額は、6,955,890 円となります。 

 ただいま事務局からお示ししたものはあくまでも案ということで、

教育委員の皆様の率直な意見をお伺いできればと考えております。 

 幼稚園、保育園問わず、食費は家庭にいる場合も必ずかかるものな

ので、一律無料は反対である。基本は、実費徴収という姿勢を持つべ

きだと考える。 

 同じ町内のことなので、幼稚園と保育園の不公平感はなくすべきだ

と考える。また、所得に応じて保護者負担額が異なる場合は、集金方

法に配慮すべきだと思う。 

食に関しては、保護者も関心をもってもらう必要があると思うので、

食費は負担してもらった方が良いのでないか。 

 仮に幼稚園、保育園の給食費を無料にしたとしても、小学校に入学

したら実費として徴収することになる。そのときに、なぜ小学校に入

学したら給食費を徴収するのかという説明が難しいと思うので、一律

免除ではなく基本的に徴収していく方向で考えるべきだと思う。 

 幼稚園、保育園問わず、すべての食費を無料とすれば保護者には歓

迎されると思いますが、それが本当にあるべき姿なのかは慎重に見極

める必要があると思います。食費については、基本的に保護者負担が

あってしかるべきではないかと考えているところです。 

 考え方の転換だが、同じ公費を充てるのであれば、例えば、幼稚園

の教員や支援員を増やすという方法もあると思う。 

 仮に国の基準どおり運用した場合、所得に応じて負担額が異なるの

で、現場における集金事務が煩雑となります。特に所得情報をもとに

集金をするので個人情報の厳格な管理が求められることになります。 

 口座振替はできないのか。 

 銀行のほうに口座振替の依頼をしているが、難色を示されています。 

 保護者に対して、なんでも補助、援助するような仕組みにすると親

が本来やるべきことまで奪ってしまい、結果的に「親力」の喪失につ

ながってしまうのでないか。 

 今回の無償化により保育料のなかに副食費が含まれているというこ

とをはじめて知った保護者も多いのではないか。そういう意味では副
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閉 会 ： 教育長より閉会の宣言 

 

 

 

○教育長 

 

○委員全員 

食費ということが明確になった点はよかったのではないか。 

 皆様の意見を集約すると何かしら食費については、保護者が負担す

べきという意見でよろしいでしょうか。 

 異議なし。 


